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教
育
民
生
常
任
委
員
会

研
修

８
月
１
日
〜
３
日

大
分
県
日
田
市
・
熊
本
県
芦
北
地
域
振
興
局

あ
し
き
た

バ
イ
オ
マ
ス
の
資
源
化　

と

　
　
　
　
　
　
　
　

「
食
育
」
事
業

総
務
常
任
委
員
会
研
修

10
月
３
日
〜
５
日

山
梨
県
笛
吹
市
・
総
務
省
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視
察
研
修

視
察
研
修

全
員
協
議
会

　
日
田
市
で
は
、
「
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
化
セ
ン
タ
ー
」
、
芦
北
地
域
振
興

局
で
は
、「
食
育
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
」
の
現
地
研
修
を
行
っ
た
。

　
日
田
市
は
、
人
口
７
万
４
千
人
、

面
積
６
６
６
㎢
、
８
割
を
林
野
部
が

占
め
、
林
業
と
畜
産
業
が
主
な
産
業

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
や
家
畜
排
泄
物
な
ど
、
質
・
量

と
も
に
豊
富
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
が

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
利

活
用
を
図
る
た
め
に
、「
日
田
市
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
が
計
画
さ
れ

た
。

　「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
」

は
生
ゴ
ミ
と
豚
糞
尿
・
農
業
集
排
汚

泥
の
資
源
化
施
設
で
、
メ
タ
ン
発
酵

発
電
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
当
施
設
は
、

一
、
地
球
温
暖
化
及
び
化
石
資
源
枯

　
　
渇
問
題

二
、
ゴ
ミ
焼
却
問
題

三
、
畜
産
環
境
問
題

　
こ
の
三
つ
の
問
題
解
決
を
目
的
に

建
設
さ
れ
、
未
だ
有
効
な
処
理
方
法

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
生
ゴ
ミ
を
メ

タ
ン
ガ
ス
化
し
、
発
電
し
て
資
源
化

し
た
。

　
我
市
に
置
き
替
え
れ
ば
、
可
燃
ゴ

ミ
と
さ
れ
て
い
る
生
ゴ
ミ
が
再
資
源

化
さ
れ
、
三
観
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
量
が
低
減
さ
れ
る
な
ら
ば
、

ゴ
ミ
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
る
と
感

じ
た
。

　
も
う
一
方
の
研
修
先
で
あ
る
芦
北

地
域
振
興
局
の
「
子
ど
も
の
食
育
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
も
、
地
域

全
体
の
取
り
組
み
の
重
要
さ
を
学
ば

せ
て
頂
き
、
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ

た
。

　
本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
合
併
先

進
地
で
同
規
模
団
体
に
お
け
る
合
併

後
の
諸
問
題
へ
の
対
応
、
国
の
施
策

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
動
向
、
人
事

評
価
制
度
に
つ
い
て
の
地
方
へ
の
提

言
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
研
修

を
行
っ
た
。

○
職
員
定
数
関
係
に
つ
い
て

　
行
財
政
改
革
大
綱
に
お
け
る
「
計

画
的
な
定
員
管
理
」
と
と
も
に
組
織

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
職
員
の
意

識
改
革
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
で

あ
り
、
特
に
コ
ス
ト
意
識
の
高
揚
面

に
お
い
て
、
民
間
研
修
（
一
定
期
間

派
遣
）
を
実
施
し
て
い
る
。

○
遊
休
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

　
施
設
有
効
利
用
の
た
め
の
勉
強
会

を
、
県
の
職
員
と
合
同
で
立
上
げ
る

予
定
。
現
在
、
旧
石
和
町
立
病
院

（
民
間
移
譲
後
移
転
し
た
た
め
、
遊

休
施
設
と
な
っ
て
い
る
）
を
改
修
し
、

本
庁
舎
と
し
て
の
活
用
を
検
討
中
。

○
財
政
健
全
化
、
地
方
交
付
税
の
動
 
 

 
向
に
つ
い
て

　
地
方
単
独
事
業
・
人
件
費
抑
制
と

と
も
に
、
新
型
地
方
交
付
税
制
度
に

つ
い
て
は
、
原
則
、
人
口
・
面
積
を

基
準
に
算
定
。

　
福
祉
・
教
育
関
係
・
離
島
等
の
分

野
に
つ
い
て
は
、
現
行
枠
内
の
予
定

（
算
定
方
法
の
最
終
決
定
は
年
内
）

○
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

　
国
に
お
い
て
は
、
第
１
次
・
２
次

試
行
を
予
定
し
て
い
る
が
、
評
価
制

度
導
入
は
、
比
較
的
地
方
の
方
が
進

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
一
層
、

能
力
主
義
重
視
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
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″
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こ

か
つ

い
さ
わ


